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（1）対象地域 

 福島第一原発の北西約 16kmに位置する，福島県双葉群浪江町町川房地区にある請戸川水系請戸川の大

柿ダムとその集水域。大柿ダムは灌漑用水目的のロックフィルダムで，集水域面積は 110 km2（請戸川 88 

km2，小出谷川 15 km2，その他 7 km2），土地利用は森林 80％，農地 15％，住居その他 5％。 

     

（2）重要な図表 

 
表４ 福島第一原発事故による 137Cs 流出量把握のモニタリング結果のまとめ 
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図３ 大柿ダム集水域から流出した懸濁粒子の初期 137Cs 濃度を反映した Scaling 係数と

時間の関係。実線は Scaling 係数の回帰線。点線は 95％信頼区間を示す。 
※担当者注：Scaling 係数（𝜇𝜇𝑛𝑛）は，ある粒径の粒子に含まれる懸濁態 137Cs 濃度（𝐶𝐶𝑛𝑛）

とその粒子の比表面積との関係を示す経験式（𝐶𝐶𝑛𝑛 = 𝜇𝜇𝑛𝑛 × 𝑆𝑆𝑛𝑛𝜐𝜐𝑛𝑛）の係数。 
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2．提言につながる情報 

（1）モニタリングへの活用 

懸濁態 137Cs 濃度は時間の経過とともに低下したが，粒径が 63μm 以下の微粒子については，比表面

積と 137Cs 濃度の関係式における指数部の係数の値は事故直後から一定であり，定数部（Scaling 係数）

が時間とともに減少することが示された。 
 

（2）流出挙動・経路 

ダム湖の堆積物と沈降粒子のモニタリング結果から，事故後965日間に集水域からダムへは1.1～1.4％
のセシウムが移行したと推定された。 
 

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

 懸濁粒子に付着した形で流域から排出されるセシウムを粒径別に求め，その時間変化を評価したもの

で，63μm 以下の微粒子に含まれるセシウムの量と比表面積との関係の時間変化が定量的に示されてい

る点は今後の評価や予測に利用できると考えられる。 


